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地域医療人間総合医学専攻：地域医療総合医学領域                

総総合合診診療療医医学学  
スタッフ  教授 �  喜 � 

  

新新たたなな時時代代のの総総合合診診療療をを探探索索ししよようう！！  

Covid-19 は現代社会のパラダイムシフトを求めました。Post Covid 時代では、脱構築化し新たな社会

に適応できる組織こそが、地域社会の成長に貢献できると考えます。そこで当講座では、下記のテーマ

に関して研究し、次代の総合診療医像を構築することを目的とします。 
 
研研究究テテーーママ  

１ 総合診療医の在り方に関する研究 
２ 急性期疾患の診断と経済効果に関する研究 
３ 医療人養成における教育手法の開発に関する研究 
４ 医師のプロフェッショナリズムに関する研究 
５ 医療施設の地域経済への影響に関する研究      
      
研研究究内内容容のの具具体体例例 
１ 地域における総合診療医の勤務の在り方に関する調査 
２ 初期診療における検査結果や各種所見の精度および臨床への Impact の研究 
３ ICT やシミュレーター等を用いた医学教育手法の教育効果の測定 
４ 医師のプロフェッショナリズムの時代変遷に関する文献的研究 
５ 産業連関表（Input-Output analysis）を用いた医療施設の地域への経済波及効果の定量 
 
大大学学院院ででのの研研究究生生活活ににつついいてて  

“知的な喜びを知る”ことを目標に指導しますが、各人の生活のリズムを尊重し柔軟に対応します。知

的な喜びに溺れるような、そうした没頭したいタイプの方は大歓迎です。また、研究指導では、大学院

修了後も生涯にわたって自律的に研究が継続できるよう、各種量的研究手法の指導や検索方法、他の研

究者との関係づくりなども含め指導します。世界基準での研究を目指し、論文作成指導や国際学会での

発表、サイトビジットなどができるよう相談しながら進めます。 
 
大大学学院院修修了了後後のの進進路路 
大学院修了後の進路として、本学のスタッフとして残り Academia としてのキャリア、行政組織（国

内外）、留学、地域診療所での最前線での活躍など、希望に応じて柔軟に対応します。どのような進路を

進むにせよ支援し、相互に関係を緩やかに保ちながら次代の社会を乗り越えていければと思います。 
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地域医療人間総合医学専攻：地域医療総合医学領域 

医医療療統統計計・・デデーータタ管管理理学学  
スタッフ 教授 樋之津 史 郎 助教 深 瀧 恭 子 

臨臨床床研研究究のの適適切切ななデデーータタ管管理理とと解解析析をを行行ううににはは何何がが必必要要かか  

臨床研究を計画し、実施して得られたデータは適切に管理して解析することから正しい結果が得られ

る。研究計画時にデータ解析まで理解していることは、質の高い臨床研究を実施するためには必須であ

る。大規模で項目数も多いデータを扱うことができる統計解析ソフトウエアが複数手に入る現在、正しく

データを管理し、適切な手法を選択する事が研究者に求められる。本講座では、臨床研究の統計解析とい

う観点から、研究デザイン、データ管理、レギュラトリーサイエンスまでを研究分野とした研究を行って

いる。 
 

研研究究テテーーママ  

１ レセプトデータベースを用いたビッグデータ解析 
２ 診療ガイドライン作成支援と論文の評価 
３ 文献検索結果の統合と分析 
４ システマティックレビューの方法論と実践 
５ データマネジメントと統計解析結果の検討 
 

研研究究内内容容のの具具体体例例 

１ レセプトデータベースを用いた薬剤疫学研究を通して大規模データの管理、抽出条件の設定などの

手法を学ぶ。 
２ 診療ガイドライン作成時には、エビデンスの抽出と評価が必須で、近年 GRADE と言われる論文評

価方法が取り入れられている。この評価方法で論文評価するためには医療統計学の知識が必須であ

る。ガイドライン作成支援を通して論文評価方法の妥当性を研究している。 
３ 文献検索の多くは PubMed と医中誌であるが、これらのデータベースで検索した結果を効率良く統

合し、必要なエビデンスを抽出する研究を行っている。 
４ 複数の研究結果を統合する個別データを用いた統合解析を含め、メタアナリシスとシステマティッ

クレビューの研究を行っている。 
５ 臨床研究データの質を保つための作業であるデータマネジメントの手法を科学的に分析し、統計解

析結果へどのように影響するのか検討している。 
 

大大学学院院ででのの研研究究生生活活ににつついいてて  

大学院生は、研究の機会は提供されるが、テーマや研究方法は自分で考え、適宜アドバイスを受けなが

ら研究する。大学院生は学生ではあるが、研究者でもある。その自覚が必要で、意欲をもってテーマに取

り組んでもらいたい。 
 

大大学学院院修修了了後後のの進進路路 

大学院修了後の進路は様々である。医療機関で働きながら臨床研究を引き続き行う。また、国内の大学

や研究所のスタッフあるいは厚生労働省、PMDA などの規制当局に採用されることもある。 
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地域医療人間総合医学専攻：地域医療総合医学領域 

環環境境保保健健予予防防医医学学  
スタッフ   教授 小 林 宣 道  准教授 漆 原 範 子 

  

分分子子疫疫学学・・環環境境科科学学的的視視点点かからら世世界界的的レレベベルルででのの感感染染症症研研究究ををめめざざすす  

感染症は現在もなお、全世界の人々の死亡原因の約４分の１を占めている。一方近年新たに出現、あ

るいは再び増加を見せている感染症（新興・再興感染症）の存在は、グローバルな問題として社会的関

心が高まっている。また薬剤耐性菌等による病院感染症は先進国、途上国を問わず拡がりを見せ、医療

の発展と人々の生命を脅かしている。本専攻分野では感染症を主要な研究テーマとし、世界的レベルで

の感染症制圧を目標として分子疫学、環境科学的観点から感染性微生物の地理的、時間的広がりや感染

症に関わる諸要因を解析する。感染症の原因となるウイルスや細菌の有する病原因子、薬剤耐性遺伝子

変異についても研究を進め、疫学的な研究所見と合わせて感染症の包括的な理解を目指し、感染症の制

圧のための方策を探求する。主な研究対象は小児下痢症の最も重要な原因ウイルスであるロタウイルス、

院内感染起因菌として古くから知られるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）、最近重要性が高まっ

ているカルバペネム耐性腸内細菌科細菌等である。 
 

研研究究テテーーママ  

１．病原ウイルス（ロタウイルス、ノロウイルス等）の分子疫学的解析 
２．ウイルス遺伝子の変異メカニズムとそれに影響を与える要因 
３．下痢症ウイルスの病原因子の同定とその病原性発現機序の研究 
４．薬剤耐性菌における各種薬剤耐性遺伝子の分布と多様性に関する研究 
５．病原細菌における病原因子の分布とその遺伝子学的多様性に関する解析 
６．病原細菌の分子疫学的解析および遺伝子型別法の開発 
７．感染症の発生・流行に対する環境要因の影響に関する解析 
 
研研究究内内容容のの具具体体例例 
１．ロタウイルスの全ゲノム配列にもとづく分子疫学的研究を行っている。これにより動物から人 
 へのロタウイルスの伝播や、遺伝子の組み換え・変異の状況が明らかになり、ワクチンを含めた感染  
 予防対策に関する有用な情報が得られている。 
２．近年世界的に分布の拡大が問題となっている市中感染型 MRSA（CA-MRSA）について、菌株の 
 遺伝子型、病原因子の遺伝学的特徴を中心に、分子疫学的研究を行っている。これにより欧米や 
 東南アジアで問題となっているものと同様の CA-MRSA が日本にも分布していることを明らかにし、 
 その由来と特徴について解析を進めている。 
 
大大学学院院ででのの研研究究生生活活ににつついいてて  

教室セミナー、大学院特別講義等以外は自由な研究の時間であり、講座教員の勤務状況に合わせなが

ら野外調査、実験、解析等を行うこととなる。 
 
大大学学院院修修了了後後のの進進路路 
進路は、基礎、臨床、海外留学、衛生行政等多様である。大学院修了者が最善の道を選択できるよう、

本人の希望を尊重しつつ、支援、協力を行う。 
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地域医療人間総合医学専攻：地域医療総合医学領域 

公公衆衆衛衛生生学学  
スタッフ  教授 大 西 浩 文 

  

疾疾病病のの発発生生ににおおけけるる宿宿主主要要因因とと生生活活環環境境要要因因のの交交互互作作用用のの究究明明をを  

人間が健康を害し、疾病を発生する過程では、遺伝的要因を含めた宿主要因と、生活習慣を含む種々の

環境要因とが相互に作用して影響を及ぼしていることが明らかになりつつある。本講座では、疾病の予防

という観点から、宿主要因と環境要因の交互作用を科学的に提示する。 
 
研研究究テテーーママ  

１ 循環器疾患、特定疾患、その他の疾患の予防医学的、疫学的研究 
２ 高齢者のフレイル・サルコペニア予防に関する研究 
３ 小児リハビリテーションにおける評価尺度の開発 
４ 職場におけるストレスと精神的健康度に関する予防医学的、疫学的研究 
５ 地域住民や学童に対する予防教育介入研究 
６ 情報伝達方法に関する研究 
 
研研究究内内容容のの具具体体例例 
１ 北海道内の集団を継続的に追跡調査して全死因死亡、がん死亡、脳血管疾患死亡などと関連する要因

を検討している。特定疾患に指定されている肺高血圧症等について NDB を用いた疫学的調査研究を

行っている。 
２ 地域住民健診受診者を対象として、筋力、筋量、歩行速度を繰り返し測定し、フレイル・サルコペニ

ア予防に資する研究を行っている。 
３ 脳性麻痺児の運動機能を縦断的に追跡評価して、機能低下に関連する要因を調査している。 
４ 様々な職域におけるストレス等に関連・影響を与える要因、離職を抑制する要因について縦断的に疫

学的調査研究を行っている。 
５ 地域住民への予防教育を行いその教育効果についての検証を行っている。本講座では学童を対象と

した教育介入研究も行っている。 
６ エビデンス（科学的根拠）に基づいた情報をどのように地域住民において伝達していけばよいか、

Learning Partner Model( LPM)を用い検証を行っている。 
 
大大学学院院ででのの研研究究生生活活ににつついいてて  

大学院生は、研究で独り立ちできるように指導されるが、テーマや考え方には、相当に自由が与えられ

る。反面、自分の責任で仕事を遂行しなければならない。自由と自立、これが大学院生活である。 
 
大大学学院院修修了了後後のの進進路路 
大学院修了後の進路は様々であるが、過去の例を示すと以下のように分けられる。 

１ 海外の研究機関へ留学して研究を継続、国内外の公衆衛生大学院へ入学して Master of Public 
Health の資格を修得する。 

２ 国内の大学や研究所のスタッフとして活動する。 
３ 厚生労働省、北海道保健福祉部、北海道立保健所、札幌市保健所などに勤務して衛生行政に携わる。 
４ 企業の産業医となって、産業衛生に携わる。 
５ 臨床医となり診療業務を行うかたわら、臨床疫学的研究や公衆衛生活動を行う。 
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